
8/25(月)に立田支部立田支部で日帰りバスツアーを開催し１９名

の部員の方が参加されました。

女性部活動では大人数で集まる機会が少なくなって交流を更に深め

るために八丁味噌の工場見学・梨狩り・ぶどう狩りなどで会員同士の

親睦を深めるため企画されたそうです。

また、立田支部の部員だけでなく北部地区の支部長・副支部長・

八開支部の方々にもご参加いただき支部の垣根を超えて交流が深ま

り帰って来た時は全員

笑顔でした。

令和7年10月
(第7号)

右のイラストには左のイラストと違う部分が5カ所あります。間違っている部分を右の枠内の数字で探しましょう。

イラスト：酒井栄子

過去最強の台風「伊勢湾台風！」甚大な被害をもたらした伊勢湾台風では死

者・行方不明者数5,098人、家屋の倒壊など833,965棟、日本で過去一番の

被害をもたらしました。

地元を襲った伊勢湾台風による災害を多くの人に知ってもらい、今後の防災

活動等につなげてもらうため記録写真を展示しています。

この先地球温暖化が進行し、夏が長期化し集中豪雨・台風などの自然災害が

より多く発生する可能性がありますので万が一に備えた共済の見直しをなどご

希望の際は気軽に立田支店へご相談ください。

9月19日、本店で終活セミナーを開催し33名の参加がありました。

当日は、シュガリーいきかたラボ代表の川口香奈氏を講師に招き生前整理・

終活の最新動向などの内容の講義が行われ参加者の皆さんは真剣な表情で講義

を受けてみえました。残される家族の負担軽減などについての丁寧な講義で事

務局の私も大変勉強になりました。

【ハロウィンの起源】
起源は、古代ケルト人のドイルドの信仰だと言われており、

ケルト人にとって1年の初めは11月1日であり、1年の終わ

りが10月31日。この日には、秋の収穫を祝うと共に、この

世と霊界を自由に行き来できる時期であり、死者の霊が家族

を訪ねてくると信じられていました。この時に悪霊も一緒に

来ると考えられており、不気味な仮装で悪霊から身を隠し、

魔よけのために焚火をしました。先祖の霊を迎えるという意

味では、日本の盆踊りが近いと言えます。収穫を祝うという

意味では、日本各地で開催される収穫祭でしょうか。また、

名古屋では「和製ハロウィン」とも呼ばれる、「お月見どろ

ぼう」という行事があり、中秋の名月の夜に、子どもたちが

家々訪ねてお菓子やお団子をもらう風習があります。

日本のハロウィンの盛り上がり方には賛否両論あると思い

ますが、クリスマスのように本来は宗教的な行事も恋人や家

族と楽しむイベントとして受け入れ楽しんでいます。ハロ

ウィンもマナーを守って楽しむ分には、四季の美しい日本の

季節行事のひとつとして盛り上がっていくと思います。

ハロウィンは海外発の文化という印象がも強いですが、そ

れを受け入れるのも日本文化の柔軟性と考えて、家族で素敵

なハロウィンを過ごしてみてはいかがでしょうか。
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八丁味噌工場見学お昼のお食事風景



月

答え

2……落ち葉の数が少ない

3……帽子をかぶっている

5……髪型が違う

6……しっぽの位置が違う

12…･･･ペットボトルが少ない
過去の支店便りはＪＡあいち海部のホームページで！！


